
 

 

 

 

 

 

 

  ブラックボックスではない正極点処理 
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１．概要 

 極点測定データの処理を行う極点処理は測定データである極点データ、バックグランドデータ 

   ｄｅｆｏｃｕｓデータだけではなく、材料の厚さ、材料の形状、測定光学系、測定条件、測定波長などに

より、処理条件を考慮する必要があります。機械的に処理を行ってもよい結果は得られません。  

 集合組織の測定では、ＸＲＤとＥＢＳＤがありますが、ＸＲＤでは、ＥＢＳＤに比べ広域の測定が特徴で

代表的な測定は、Ｓｃｈｕｌｚの反射法です。圧延材などでは材料の表面を研磨し加工集合組織を取り除

き測定を行います。粒径が大きい場合、揺動機能を使い平均的な極点図を測定します。 

 更に、回折線以外のバックグランドを変動の少ない条件で測定を行う。 

   測定データには測定Ｅｒｒｏｒが含まれています。このＥｒｒｏｒを検出し修正をして解析を行います。 

   以下にＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアによるデータ処理を説明します。 

 

２．極点データ処理 

 

   データ入力 

 バックグランド 吸収補正 平滑化  RD補正 

 ｄｅｆｏｃｕｓ 平滑化  規格化  Ｒｐ％改善 

 



３．状況 

 ３．１バックグランド 

  

 バックグランドはピークの影響を受けない２θ角度でβ方向の最小な値をα方向のプロファイルとして 

   求めるが、実際に測定すると、凸凹や極点図の中心付近や周辺部分の盛り上がりが測定されることがあり

ます。 

 ３．１．１凸凹 

  

 ３．１．２極点図中心部分の盛り上がり 

  

 ３．１．３外周部分の盛り上がり 

  

 

 

 



３．２データの凸凹 

揺動なし     揺動あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．３吸収 

 １軸配向の極点図 

  

 

 

３．４ ｄｅｆｏｃｕｓ 

 ｒａｎｄｏｍデータ 

 

 

 



４．ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅによるバックグランド対策 

 バックグランドの各種編集により対応します。 

  

 ４．１凸凹対策 

 バックグランドもｄｅｆｏｃｕｓの影響を受けるので、Defocusバックグランドを Fittingする。 

 黄色のバックグランドが水色の Fittingバックグランドに修正されます。（黄色―＞水色） 

 

４．２極点図の中心付近の盛り上がり対策 

ピークの最小値を考慮したバックグランドに修正（黄色、紫－＞水色へ） 

 

 

 

 



４．３外周付近の盛り上がり 

 ｄｅｆｏｃｕｓモードでＦｉｔｔｉｎｇ（黄色－＞水色） 

 

 

 ４．４ 各種機能で対応できない場合 

 バックグランドデータの直接編集を行う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．計算ｄｅｆｏｃｕｓ 

ｒａｎｄｏｍ試料が得難い材料の場合、計算によるｄｅｆｏｃｕｓ補正が行えます。 

 

計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線 

 

 

 



６．データの凸凹 

 強力な平滑化によりデータ編集 

  

入力データ 

  

  

バックグランド除去、計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

平滑化（Ｃｙｃｌｅｓ＝５，Ｗｅｉｇｈｔ＝７） 

 

１／４対称操作（ＯＤＦデータ作成の PFtoODF3ソフトウエア） 

  

 

 



７．１軸配向の吸収補正係数を求める 

 材料の吸収係数から厚さを求める 

   求めた試料厚さにより補正極点図 

 

 

 

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアの吸収補正に使用 

 

 

 



８．測定されたｒａｎｄｏｍ極点図から理論的なｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線を求める。 

 バックグランドを削除し、補正曲線を求める 

  

  

  

  

理論値TenckhoffにFittingした補正曲線 



９．理論的なｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線による最適化 Rp%による極点処理の精密化 

 

 

最適化 Rp%の結果 

 



１０．各種 ODF向けデータ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．各種ＯＤＦ解析結果のＲｐ％プロファイル評価 

 

１２．各種ＯＤＦ解析結果の極点図評価 

 

 

 

 

 

 



１３．各種ＯＤＦ解析結果の逆極点図評価 

 

 


